
 

 

 開催日：2019 年 4 月 23 日（火） 

 開始時間：16:15 終了時間：18:20 

 会場：横浜市立大学金沢八景キャンパス 

    シーガルホール 3 階大講堂  
主 な講 演 者  

環 境 大 臣 政 務 官            勝 俣  孝 明 氏    

地 球 環 境 戦 略 研 究 機 関 （IGES） 堀 田  康 彦 氏   

サウサンプトン大 学 （英 国 ）  Dr Malcolm Hudson, Dr Pete Shaw  

ソレント大 学 （英 国 ）       Prof Anthony Gallagher    

ラトビア大 学 （ラトビア）   Prof Raimonds Ernsteins  

 ※UNESCO Chair  in  Susta ina ble  Coa s ta l  De ve lo pment  

ルンド大 学 （スウェーデン）  Dr Tobias Nielsen  

 

年 間 800 万 トンのプラスチック系 廃 棄 物 が海 洋 へ流 入 した可 能 性 が高 く、 

2025 年 には 2 倍 に達 するという予 測 がある。特 に東 アジア地 域 から排 出 される  

プラスチック系 廃 棄 物 は、海 洋 環 境 を汚 染 し、漁 業 資 源 等 の枯 渇 、水 質 劣 化 を  

引 き起 こす危 険 性 が高 まることが懸 念 されている。陸 上 起 因 のプラスチック系 廃  

棄 物 による被 害 は世 界 各 国 で報 道 されるようになり関 心 が高 まっている。 

 

本 シンポジウムでは、欧 州 で進 んでいるプラスチック系 廃 棄 物 による海 洋 汚 染  

問 題 への対 策 を学 び、日 本 を含 む東 アジア地 域 全 体 で早 期 に対 応 するための  

方 法 について考 える機 会 とするため、多 くの学 生 、市 民 の方 々に参 加 していただ  

きたいと考 えています。  
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